
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
接
続

さ
れ
た
パ
ソ
コ
ン
な
ど
を
使
っ

て
受
講
す
る｢

オ
ン
ラ
イ
ン

授
業｣

を
経
験
し
た
学
生
が

増
え
て
い
る
。
オ
ン
ラ
イ
ン

授
業
は
、
自
宅
や
職
場
な
ど

に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
環
境
が

あ
れ
ば
、
場
所
や
時
間
に
関

わ
り
な
く
学
ぶ
こ
と
が
可
能

に
な
る
。

で
は
、
学
習
セ
ン
タ
ー
の

端
末
室
や
実
習
室
で
十
分
な

学
習
が
で
き
る
の
だ
ろ
う
か
。

原
則
と
し
て
、
オ
ン
ラ
イ
ン

授
業
を
受
講
す
る
た
め
に
は
、

自
分
で
パ
ソ
コ
ン
な
ど
を
用

意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

そ
の
た
め
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
環
境
は
今
ま
で
、
学
習
セ

ン
タ
ー
で
は
難
し
か
っ
た
。

も
し
、
学
習
セ
ン
タ
ー
で
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
環
境
を
手
に

入
れ
よ
う
と
思
え
ば
、
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
な
ど
の
テ
ザ
リ
ン

グ
を
利
用
し
て
、
ネ
ッ
ト
接

続
を
す
る
必
要
が
あ
っ
た
。

し
か
し
、
２
０
１
７
年
の

｢

放
送
大
学
新
時
代｣
と
銘
打
っ

た
放
送
大
学
の
ビ
ジ
ョ
ン
で

は
、
來
生
学
長
に
よ
る｢
ア

ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン｣

10
項
目

の
う
ち
、
８
番
目
に｢

学
習

セ
ン
タ
ー
の
機
能
強
化｣

を

掲
げ
、｢

学
習
セ
ン
タ
ー
に

お
け
る
Wi
ー
Fi
整
備
等
に
よ

り
、
学
生
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
利
用
環
境
の
改
善
と
利
用

技
術
の
教
育
に
積
極
的
に
取

り
組
み
ま
す｣

と
し
て
、
学

習
セ
ン
タ
ー
の
Wi
ー
Fi
環
境

の
整
備
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

そ
の
甲
斐
あ
っ
て
、
埼
玉
学

習
セ
ン
タ
ー
に
お
け
る
無
線

Ｌ
Ａ
Ｎ
も
、
昨
年
か
ら
改
善

さ
れ
て
い
る
こ
と
を
、
学
生

諸
氏
は
ご
存
じ
だ
ろ
う
か
。

９
階
の
ロ
ビ
ー
な
ど
で
は
、

時
に
自
分
の
ノ
ー
ト
パ
ソ
コ

ン
を
持
ち
込
み
、
学
習
を
し

て
い
る
学
生
を
見
か
け
る
こ

と
は
あ
る
が
、
そ
の
数
は
ま

だ
多
く
は
な
い
。

ま
た
、
無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ
を
利

用
し
た
い
と
考
え
て
も
、
誰

で
も
直
ぐ
に
利
用
で
き
る
わ

け
で
は
な
い
。
そ
れ
で
は
、

埼
玉
学
習
セ
ン
タ
ー
で
無
線

Ｌ
Ａ
Ｎ
接
続
を
利
用
す
る
た

め
に
は
、
ど
の
よ
う
な
手
続

き
が
必
要
な
の
か
。

第
一
に
、
無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ
の

利
用
を
希
望
す
る
場
合
は
、

事
務
室
の
窓
口
で｢

無
線
Ｌ

Ａ
Ｎ
利
用
申
請
書｣

の
提
出

が
求
め
ら
れ
る
。
注
意
し
な

け
れ
ば
い
け
な
い
の
は
、
無

線
Ｌ
Ａ
Ｎ
の
利
用
は
、
あ
く

ま
で
も｢

学
習
目
的｣

で
あ
る

と
い
う
事
だ
。
自
分
の
パ
ソ

コ
ン
だ
か
ら
と
、
学
内
で
自

由
に
ネ
ッ
ト
で
ゲ
ー
ム
を
し

た
り
、
買
い
物
を
し
た
り
す

る
こ
と
は
御
法
度
で
あ
る
。

無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ
の
利
用
は
、

利
用
機
器
の
状
況
と
し
て
、

①
メ
ー
カ
ー
名
、
②
型
番
、

③
Ｏ
Ｓ
・
バ
ー
ジ
ョ
ン
、
④

ウ
ィ
ル
ス
対
策
ソ
フ
ト
名
、

⑤
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対
応
を
明

記
し
、
在
学
期
限
な
ど
の
備

考
を
記
し
て
申
し
込
む
こ
と

に
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、

｢

学
生
持
込
パ
ソ
コ
ン
等
で

無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ
を
利
用
す
る
た

め
の
条
件｣

と
い
う
文
書
へ

の
記
入
と
、
署
名
が
求
め
ら

れ
る
。
こ
れ
ら
の
手
続
き
終

了
後
に
、
無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ
を
利

用
す
る
際
に
必
要
な
Ｉ
Ｄ
と

パ
ス
ワ
ー
ド
が
交
付
さ
れ
る
。

こ
れ
ら
の
Ｉ
Ｄ
と
パ
ス
ワ
ー

ド
は
学
籍
が
切
れ
る
ま
で
有

効
で
あ
り
、
放
送
大
学
内
で

あ
れ
ば
、
い
ず
れ
の
学
習
セ

ン
タ
ー
で
も
使
用
す
る
こ
と

が
可
能
で
あ
る
。

一
方
、
事
務
室
か
ら
は

｢

放
送
大
学
情
報
セ
キ
ュ
リ

テ
ィ
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
利
用
者

用
（
学
生
用
）｣

と
い
う
、

学
内
で
の
情
報
機
器
や
各
種

情
報
を
利
用
す
る
際
に
守
る

べ
き
注
意
事
項
を
列
記
し
た

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
文
書
を
配
布

さ
れ
る
の
で
、
学
内
に
限
ら

ず
、
情
報
機
器
を
扱
う
際
の

心
構
え
と
し
て
、
有
効
に
活

用
で
き
る
。

こ
れ
か
ら
の
社
会
生
活
を

営
む
上
で
、
避
け
て
は
通
れ

な
い
情
報
機
器
と
の
付
き
合

い
方
を
改
め
て
認
識
し
、
上

手
に
生
活
に
採
り
入
れ
て
ゆ

き
た
い
も
の
だ
。

（
冬
木
）

２
０
１
９
年
度
4
月
入
学

生
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
出

願
の
受
付
は
、
第
１
回
が
２

月
28
日
（
木
）
、
第
２
回
が

３
月
17
日
（
日
）
ま
で
で
す
。

皆
さ
ん
の
周
り
に
放
送
大

学
に
興
味
・
関
心
の
あ
る
方

が
お
り
ま
し
た
ら
、
是
非
ご

紹
介
く
だ
さ
い
。

紹
介
さ
れ
た
方
が
入
学

（
再
入
学
を
除
く
）
し
た
場

合
に
は
、
薄
謝
を
進
呈
い
た

し
ま
す
。

【
学
位
記
授
与
式
】

日
時
＝
'19
年
3
月
23
日
（
土
）

11
時
～
12
時

場
所
＝
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ホ
ー
ル

（
渋
谷
区
神
南
２
ー
２
ー
１
）

【
卒
業
・
修
了
祝
賀
パ
ー
テ
ィ
】

日
時
＝
'19
年
3
月
23
日
（
土
）

13
時
半
～
15
時
半

場
所
＝
ハ
イ
ア
ッ
ト
リ
ー
ジ
ェ

ン
シ
ー
東
京

（
新
宿
区
西
新
宿
２
ー

７
ー
２
）
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学
生
新
聞

埼
玉
Ｓ
Ｃ
で
の
無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ
利
用

「
利
用
申
請
書
」
の
提
出
で
可
能
に

接
続
に
必
要
な
Ｉ
Ｄ
と
パ
ス
ワ
ー
ド
交
付

「
冬
の
日
の
思
い
出
」

笹
原
誠
二

12
月
初
旬
、
今
年

も
我
が
家
の
庭
の
白

い
山
茶
花
に
続
い
て

紅
色
の
山
茶
花
が
今

を
盛
り
に
と
咲
き
始

め
た
。
こ
れ
か
ら
春
に
か
け

８
本
の
山
茶
花
や
寒
椿
の
花

が
次
か
ら
次
へ
と
咲
き
始
め

る
だ
ろ
う
。

も
う
す
ぐ
冬
の
訪
れ
を
間

近
に
し
て
、
２
階
の
居
間
に

は
燦
燦
と
冬
の
日
差
し
が
降

り
注
い
で
い
る
。

８
年
前
の
ち
ょ
う
ど
今
頃
、

私
は
胸
膜
炎
を
患
っ
て
12
月

初
旬
か
ら
２
か
月
あ
ま
り
、

こ
の
部
屋
で
安
静
生
活
を
過

ご
し
た
。
原
因
は
肺
炎
菌
に

よ
る
も
の
で
あ
っ
た
が
、
当

時
は
胸
が
息
苦
し
く
息
を
吸

う
こ
と
さ
え
難
し
か
っ
た
。

Ｃ
Ｓ
Ｃ
の
役
員
会
を
中
座
し

て
、
そ
の
ま
ま
す
ぐ
に
か
か

り
つ
け
の
医
院
で
レ
ン
ト
ゲ

ン
写
真
を
と
る
と
、
そ
の
足

で
紹
介
状
を
持
っ
て
専
門
病

院
へ
タ
ク
シ
ー
で
向
か
っ
た

が
、
到
着
し
た
と
き
は
39
度

以
上
の
高
熱
で
意
識
も
も
う

ろ
う
と
し
て
い
た
。
そ
れ
以

降
、
２
月
末
ま
で
、
月
に
３

度
あ
ま
り
通
院
し
て
、
血
液

検
査
と
胸
の
レ
ン
ト
ゲ
ン
写

真
を
撮
り
な
が
ら
、
毎
日
薬

を
飲
む
と
い
う
自
宅
療
養
生

活
が
始
ま
っ
た
。

す
る
こ
と
も
な
く
毎
日
２

階
の
部
屋
か
ら
庭
の
花
木
を

窓
越
し
に
眺
め
な
が
ら
満
開

の
赤
と
白
の
山
茶
花
や
豊
後

梅
の
蕾
の
ふ
く
ら
む
の
を
楽

し
ん
で
い
た
。
家
の
前
の
道

を
散
歩
中
の
夫
婦
が
我
が
家

の
庭
の
花
を
立
ち
止
ま
っ
て

眺
め
て
い
る
の
を
見
な
が
ら

「
あ
と
ど
の
く
ら
い
、
こ
の

生
活
が
続
く
の
か
な
」
と
考

え
て
い
た
。
暖
か
な
部
屋
の

中
で
気
を
取
り
直
し
て
、
来

る
べ
き
単
位
認
定
試
験
の
た

め
、
テ
キ
ス
ト
に
時
々
目
を

通
す
が
思
い
通
り
に
頭
に
入

ら
な
い
状
態
が
続
い
た
。
そ

れ
で
も
、
「
ま
あ
、
成
る
よ

う
に
し
か
成
ら
な
い
け
れ
ど
、

や
っ
て
み
る
か
」
と
気
を
取

り
直
し
て
テ
キ
ス
ト
を
読
み

返
し
て
、
そ
の
学
期
の
試
験

に
臨
み
、
ど
う
に
か
す
べ
て

の
科
目
の
単
位
を
取
得
で
き

て
ほ
っ
と
し
た
。

学生手帳

つ
い
、
１
か
月
前
に
新
年

を
祝
っ
た
ば
か
り
で
す
が
、

間
も
な
く
弥
生
月
を
迎
え
よ

う
と
し
て
い
ま
す
。
い
つ
も

な
が
ら
、
時
の
流
れ
の
速
さ

に
驚
く
ば
か
り
で
す
。

平
素
は
、
埼
玉
Ｃ
Ｓ
Ｃ
交

流
会
の
事
務
運
営
に
格
別
の

ご
支
援
、
ご
協
力
を
賜
り
、

厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
日
本
経
済
は
、
内
閣

府
が
１
月
13
日
、
第
２
次
安

倍
内
閣
が
発
足
し
た
２
０
１

２
年
12
月
に
始
ま
っ
た
景
気

拡
大
が
、
戦
後
２
番
目
の
長

さ
に
な
っ
た
と
判
断
し
ま
し

た
。
株
高
、
円
安
の
後
押
し

が
あ
り
、
企
業
業
績
の
改
善

が
進
み
ま
し
た
が
、
一
方
、

賃
金
は
伸
び
悩
み
、
好
況
の

実
感
に
乏
し
い
景
気
回
復
と

い
え
ま
す
。

先
送
り
さ
れ
た
消
費
税
が

10
月
に
は
税
率
10
％
へ
の
引

き
上
げ
に
な
り
ま
す
が
、
更

な
る
地
方
再
生
の
活
性
化
の

為
の
ス
ピ
ー
ド
を
上
げ
た
政

策
運
営
を
期
待
致
し
ま
す
。

一
方
、
今
年
の
埼
玉
学
習

セ
ン
タ
ー
は
変
革
の
兆
し
が

感
じ
ら
れ
ま
す
。
埼
玉
学
習

セ
ン
タ
ー
所
属
の
学
生
団
体
・

埼
玉
同
窓
会
・
埼
玉
学
習
セ

ン
タ
ー
教
職
員
の
皆
様
と
の

連
携
を
強
化
し
連
帯
を
図
り

ま
す
。

Ｃ
Ｓ
Ｃ
交
流
会
の
更
な
る

発
展
に
、
皆
様
の
ご
意
見
を

賜
り
、
運
営
に
反
映
で
き
る

組
織
体
制
強
化
を
図
っ
て
参

る
所
存
で
す
。
我
々
の
組
織

は
、
身
の
丈
を
弁
え
た
運
営

を
心
掛
け
て
参
り
ま
す
。

４
月
の
新
学
期
に
は
、
新

た
に
多
く
の
仲
間
が
参
加
い

た
だ
け
る
よ
う
、
各
学
生
団

体
の
更
な
る
募
集
活
動
に
期

待
す
る
と
こ
ろ
で
す
。

２
０
１
９
年
春
に
向
け
て
、

会
員
各
位
の
一
層
の
ご
多
幸

と
ご
健
勝
を
祈
念
申
し
上
げ

ま
す
。

平
成
30
年
度

学
位
記
授
与
式
と

卒
業･

修
了

祝
賀
パ
ー
テ
ィ
開
催

２
０
１
９
年
春
へ
向
け
て

埼
玉
Ｃ
Ｓ
Ｃ
交
流
会
代
表

嶋
﨑
洋
明

私
の
恩
師
の
恩
師
は
、
傘

寿
を
こ
え
た
頃
、
机
に
向
か
っ

て
原
稿
を
執
筆
し
な
が
ら
亡

く
な
っ
た
。
私
の
恩
師
は
そ

の
亡
く
な
り
方
を
、
ま
だ
20

歳
代
の
私
た
ち
学
生
、
院
生

を
前
に
し
て
、
学
者
の
鑑
と

賛
嘆
し
た
う
え
で
、
自
分
も

あ
の
よ
う
に
死
に
た
い
も
の

だ
、
と
大
ら
か
に
仰
っ
た
。

そ
の
恩
師
も
そ
の
後
、
傘
寿

を
迎
え
る
少
し
前
に
、
研
究

心
旺
盛
の
ま
ま
息
を
引
き
取
っ

た
。
私
も
、
研
究
者
と
し
て

の
格
は
段
違
い
に
劣
る
が
、

死
に
方
だ
け
は
こ
の
お
二
人

に
肖
（
あ
や
か
）
り
た
い
も

の
だ
。

と
、
こ
こ
ま
で
は
私
の
独

り
言
を
皆
さ
ま
に
漏
ら
し
た

よ
う
な
も
の
で
あ
る
。
が
、

申
し
伝
え
た
い
こ
と
は
、
私

も
生
き
て
い
る
限
り
（
で
き

う
る
こ
と
な
ら
ば
死
の
３
秒

前
ま
で
！
）
、
選
り
す
ぐ
り

の
本
を
読
み
、
カ
ン
ト
に
つ

い
て
対
話
し
、
こ
う
や
っ
て

原
稿
を
書
い
て
い
た
い
も
の

だ
、
と
い
う
思
い
で
あ
る
。

放
送
大
学
の
学
生
の
皆
さ
ま

も
、
い
な
、
放
送
大
学
の
学

生
の
皆
さ
ま
だ
か
ら
こ
そ
、

同
様
に
思
っ
て
い
ら
っ
し
ゃ

る
と
確
信
し
て
い
る
。

４
年
前
の
２
０
１
５
年
４

月
に
所
長
に
着
任
し
た
お
り
、

最
初
の
〈
入
学
者
の
集
い
〉

で
ギ
リ
シ
ア
の
哲
学
者
ア
リ

ス
ト
テ
レ
ス
の
言
葉
を
ご
紹

介
し
た
記
憶
が
あ
る
。
曰
く
、

「
人
間
は
み
な
生
ま
れ
な
が

ら
知
る
こ
と
を
欲
す
る
」
と

（
『
形
而
上
学
』
第
一
巻
冒

頭
）
。
こ
れ
こ
そ
生
涯
学
習

宣
言
の
金
言
で
あ
る
。
「
知

る
こ
と
」
を
「
学
ぶ
こ
と
」

と
言
い
換
え
て
も
い
い
。
す

る
と
何
と
、
放
送
大
学
の
校

歌
の
歌
詞
に
化
け
る
の
で
あ

る
。
す
な
わ
ち
、
「
生
き
る

こ
と
は
学
ぶ
こ
と
／
学
ぶ
の

は
楽
し
み
」
（
作
詞
：
那
珂

太
郎
）
。

皆
さ
ま
、
生
涯
の
文
字
通

り
「
涯
（
は
て
）
」
ま
で
、

学
び
の
道
を
楽
し
み
つ
く
し

ま
し
ょ
う
。
（
こ
れ
を
「
学

道
楽
」
と
い
う
。
）

２月10日(日)開催の福井先生のお話

は楽しく、時には私たち聴く者も演じ

る者に変える参加型の講演会でした。

その内容は音楽と人類の歴史を基に

した多岐に亘るものでした。人類の音

楽の始まりについて諸説を取り上げ、

初期の音楽はこんな形で生まれたのだ

ろうと、参会者に原始人になったつも

りで「オォオォ｣｢アァアァ｣といった

発声を体験させました。古代ギリシャ

になるとピタゴラスが音楽理論を打ち

立てた偉業について解説されました。

その後､キリスト教による教会音楽､十

字軍による戦争にまつわる音楽から世

俗音楽への発展について論じました。

｢長調｣と｢短調｣の解説では、詞と曲の

関連を理解させるために、よく知られ

た水戸黄門のテーマ曲｢ああ人生に涙

あり｣と童謡の｢どんぐりころころ｣の

曲と詞を入れ替えて歌いました。これ

により、参会者の皆さんも「詞と曲が

マッチすることが重要なんだ｣と改め

て気づかされたのではないでしょうか。

バロック音楽､古典派､ロマン派につい

ての解説では､作曲家｢ベートーベン｣

と詩人｢シラー｣､作曲家｢シューマン｣

と詩人｢ハイネ｣の関係が新しい音楽を

誕生させることにつながったとのこと

でした。また､ショパン､リスト､シュー

マンの３人のパリのサロンでの出会い

と友人関係に影響された作風の変遷な

ど、人と人の出会いが当時の音楽を変

えていったことにも触れました。近代

に入って、ワーグナーとベルディの比

較を通して、交わることのなかった２

人の個性を解き明かしました。そして、

最後には、音楽の定義を壊したラベル

の作曲した「ボレロ」を人間の持つ心

の高まりを意図的に揺り動かす作品と

して解説したのです。

私が福井克明先生に初めてお会いし

たのは、かれこれ15年前になると思い

ます。公立中学校の教員であった頃、

合唱祭の審査員をお願いしたことが始

まりです。何年か後、やはり合唱祭前

に担当の音楽科教員が病気休暇に入り、

指導者不在となって､学校はどうにも

ならない状態に陥っていました。大変

申し訳ない気持ちで福井先生に指導を

依頼しました。先生は「いいよ」の二

つ返事で承諾してくださいました。東

日本大震災以後は､総合的な学習の時

間で取り組んだ生徒たちの創るオペレッ

タの作曲と演出をお願いしました。そ

こで生まれたのが絵本を基にした｢ハ

ナミズキのみちのうた｣です。この歌

を講演会の最後に参会者全員で、絵本

の原作者・淺沼ミキ子さんと共に歌う

機会を作って頂きました。このことは

福井先生が講演の中で貫かれた考え方

である「人と人との出会いに作品が生

まれ、芸術は人の生き様そのものであ

る」ことにつながりました。福井先生

は今年の２学期より本学で教鞭をとら

れると聞いています。福井先生と皆さ

んのつながりがさらに強いものになり、

私たちの学習センターが新たなステー

ジへと向かうと信じております。

視聴者参加型の公開講演会

「歌い手の四方山話」

野畑昭徳

事
務
室
か
ら
の
お
知
ら
せ

２
０
１
９
年
度
第
１
学
期

学
生
募
集
中

生
涯
学
習
の
理
想
形
態
と
は
？

埼
玉
学
習
セ
ン
タ
ー
所
長

渋
谷
治
美



★
２
月
24
日
（
日
）

埼
玉
学
習
SC
・
13
時
～

｢

３
月
総
会
の
準
備
作
業｣

＝
来
年
度
の
活
動
計
画
策

定
、
役
員
体
制
の
検
討
等

★
３
月
31
日
（
日
）

「
年
次
総
会
」

★
２
月
27
日

第
６
講
義
室
・
10
時
～

ド
イ
ツ
オ
ペ
ラ
鑑
賞
会

「
ト
リ
ス
タ
ン
と
イ
ゾ
ル
デ
」

★
３
月
６
日
・
第
６

茂
木
先
生
練
習･

役
員
会

器
楽
＝
10
時
～

合
唱
＝
13
時
半
～

★
３
月
27
日･

第
１
講
義
室

総
会
＝
13
時
～
、
ボ
イ
ス

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
＝
13
時
半

★
活
動
日
＝
３
月
８
、
15
、

22
、
29
日
・
総
会
（
い
ず

れ
も
金
曜
日
９
時
半
～
、

第
６
講
義
室
）

★
４
月
以
降
未
定

★
活
動
日
＝
２
月
26
日

３
月
12
、
19
日
・
講
堂

26
日
・
第
６
・
10
時
半
～

11
時
半
＝
椅
子
体
操
、
11

時
半
～
12
時
半
＝
総
会

★
４
月
の
活
動
日
＝

２
、
９
、
16
、
23
日

い
ず
れ
も
火
曜
日

★
３
月
24
日
（
日
）

８
階
講
堂
・
15
時
～
17
時

「
卒
業･

修
了
祝
賀
会
」

＝
埼
玉
同
窓
会
主
催･

埼

玉
学
習
セ
ン
タ
ー
協
賛

＊
参
加
費
千
円
（
参
加
希

望
者
は
10
階
事
務
室
へ
）

＊
連
絡
先
＝
新
井
（
090
ー

８
５
６
６
ー
１
４
２
３
）

★
パ
ソ
コ
ン
ク
ラ
ブ

２
月
26
日
（
火
）
、
３
月

19
日
（
火
）
＝

Ａ
Ｍ
自
主
学
習

Ｐ
Ｍ
講
義
（
パ
ワ
ー
ポ
イ

ン
ト
）

★
３
月
12
日
（
火
）
＝
総
会

★
３
月
27
日
（
水
）･

第
６

水
曜
名
画
座
＝
「
エ
デ
ン

の
東
」
「
八
十
日
間
世
界

一
周
」

★
３
月
28
日
（
木
）
＝

大
宮
公
園
で
お
花
見

★
３
月
22
日
（
金
）

「
研
修
旅
行
」
＝

群
馬
県
立
文
書
館

★
４
月
13
日
（
土
）･

９
階

「
総
会･

勉
強
会
」

★
４
月
21
日
（
日
）

シ
ー
ノ
大
宮
７
階

「
勉
強
会
」

ジ
ェ
ッ
ト
コ
ー
ス
タ
ー
の

よ
う
に
、
気
温
が
上
下
し
た

２
月
で
し
た
。
体
調
を
崩
し

た
方
も
沢
山
い
ま
し
た
ね
。

し
か
し
、
あ
ち
こ
ち
で
梅
の

開
花
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な

り
、
花
粉
に
悩
ま
さ
れ
て
い

る
方
も
多
い
で
し
ょ
う
。
春

は
直
ぐ
そ
こ
ま
で
来
て
い
る

よ
う
で
す
。
新
年
度
も
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。
（
冬
）
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「
未
来
の
会
」
は
平
成
17
年
3
月

よ
り
黒
澤
英
典
先
生
の
面
接
授
業
を

受
け
た
メ
ン
バ
ー
が
「
孤
独
に
学
び
、

孤
独
に
帰
る
」
を
打
破
し
、
共
に
学

び
な
が
ら
、
未
来
を
創
造
し
て
大
学

生
活
を
楽
し
く
有
意
義
に
過
ご
す
こ

と
を
目
指
し
、
結
束
し
て
出
来
た
サ
ー

ク
ル
で
す
。

「
黒
澤
英
典
先
生
の
読
書
会
」

「
絵
手
紙
教
室
」
「
県
内
近
隣
の
散

策
」
等
を
実
施
し
て
お
り
ま
す
。
埼

玉
フ
ェ
ス
タ
で
は
「
絵
手
紙
教
室
」

が
好
評
を
博
し
て
居
り
ま
す
。
会
員

の
野
口
さ
ん
が
先
生
で
『
へ
た
が
い

い
・
へ
た
で
い
い
』
の
キ
ヤ
ッ
チ
フ

レ
ー
ズ
そ
の
ま
ま
ぶ
っ
つ
け
本
番
で

皆
様
に
描
い
て
貰
っ
て
い
ま
す
。

「
黒
澤
英
典
先
生
の
読
書
会
」
は

先
生
指
定
の
本
を
読
み
３
回
位
に
分

け
て
解
説
及
び
質
疑
応
答
を
行
い
本

の
内
容
を
十
分
に
理
解
で
き
る
よ
う

に
指
導
を
受
け
て
き
ま
し
た
。

県
内
の
散
策
は
「
紫
陽
花
・
古
代

蓮
」
「
妻
沼
の
聖
天
様
」
「
渋
沢
栄

一
・
荻
野
吟
子
」
の
足
跡
等
を
訪
ね

ま
し
た
。
今
年
は
、
塙
保
己
一
の
足

跡
を
訪
ね
る
予
定
で
す
。
気
軽
に
教

室
に
足
を
運
ん
で
下
さ
い
。

会
員
の
松
本
隆
興
さ
ん
が
書
い
た

文
章
で｢

未
来
の
会｣

を
紹
介
し
ま
す
。

【
未
来
と
出
会
う
】
＝
松
本
隆
興

私
た
ち
は
未
来
に
向
か
っ
て
進
ん

で
い
る
の
で
は
な
い
。
未
来
が
後
か

ら
後
か
ら
押
し
寄
せ
て
来
て
現
在
と

な
り
、
足
許
を
す
り
抜
け
過
去
と
な

る
。
私
た
ち
は
こ
の
現
在
の
連
続
の

上
で
生
き
て
い
る
。
電
車
を
降
り
た

ら
そ
こ
は
未
来
だ
っ
た
、
そ
ん
な
駅

は
ど
こ
に
も
無
い
。
今
こ
こ
が
未
来

と
出
会
え
る
場
所
な
の
だ
。
「
今
こ

こ
」
が
自
分
を
育
む
場
所
ら
し
い
。

中
学
を
出
て
以
来
の
チ
ャ
リ
ン
コ

屋
。
体
を
張
っ
て
、
パ
ン
ク
を
貼
っ

て
人
様
の
下
駄
の
位
置
か
ら
世
界
を

見
て
た
。
そ
ん
な
私
が
突
然
、
自
分

自
身
に
気
が
付
い
た
。
60
歳
を
過
ぎ

た
頃
。
放
送
大
学
教
養
学
部
の
授
業

一
覧
表
を
見
た
時
だ
。
３
０
０
科
目

も
あ
る
と
い
う
の
に
、
こ
れ
な
ら
識
っ

て
い
る
と
言
え
る
も
の
が
一
つ
も
無

い
。
つ
ま
り
私
と
い
う
人
間
は
教
養

が
何
も
無
い
と
気
が
付
い
た
。
こ
の

ま
ま
死
ん
で
は
、
あ
の
世
へ
行
っ
て

ご
先
祖
様
に
合
わ
せ
る
顔
が
な
い
と

言
う
も
の
。
既
に
人
生
黄
昏
時
。
こ

こ
は
少
々
急
が
に
ゃ
な
ら
ぬ
。
４
年

が
過
ぎ
て
教
養
を
捉
え
た
つ
も
り
は

な
か
っ
た
け
れ
ど
「
発
達
と
教
育
」

を
追
い
出
さ
れ
た
。
ま
だ
何
か
を
や

り
残
し
て
い
る
感
じ
が
す
る
。
そ
こ

で
「
人
間
の
探
求
」
に
再
入
学
。

「
未
来
の
会
」
に
も
入
会
し
た
。

こ
の
頃
、
体
の
異
常
に
気
が
付
い

た
。
医
師
は
私
に
言
っ
た
。
「
脊
髄

を
３
箇
所
痛
め
て
い
ま
す
。
こ
の
体

で
は
歩
け
る
の
は
後
２
年
。
読
書
か

何
か
良
い
趣
味
あ
り
ま
す
か
？
説
明

し
ま
す
」
。
奥
さ
ん
を
呼
ん
で
来
い
。

世
の
中
が
急
に
暗
く
な
っ
た
。
足
許

揺
ら
い
だ
。
そ
の
時
に
、
誰
か
が
肩

を
ガ
ン
と
ぶ
っ
つ
け
た
。
背
中
を
押

し
た
人
が
い
た
。
私
は
人
に
囲
ま
れ
、

サ
ー
ク
ル
活
動
「
未
来
の
会
」
の
中

に
居
た
。
未
来
の
会
は
小
さ
な
電
車
。

ガ
タ
ゴ
ト
揺
れ
て
時
々
ブ
レ
ー
キ
。

み
ん
な
の
足
許
揺
れ
る
け
ど
、
人
と

人
が
ぶ
つ
か
り
合
っ
て
、
不
思
議
な

バ
ラ
ン
ス
崩
れ
な
い
。
こ
こ
は
や
っ

ぱ
り
や
る
し
か
な
い
。
「
人
間
の
探

求
」
も
卒
業
す
る
！

２
年
が
過
ぎ
て
医
師
が
Ｍ
Ｒ
Ｉ
の

映
像
を
見
な
が
ら
言
っ
た
。
「
こ
の

体
で
は
10
歩
も
歩
け
な
く
て
普
通
な

ん
で
す
が
ね
～
。
そ
れ
で
も
あ
な
た

は
歩
い
て
い
る
。
あ
な
た
の
事
は
Ｍ

Ｒ
Ｉ
で
は
な
く
症
状
で
判
断
し
ま
し
ょ

う
」
。
今
年
は
生
涯
学
習
7
年
目
。

「
社
会
と
産
業
」
に
再
々
入
学
し
た
。

何
時
ま
で
歩
け
る
か
は
分
ら
ぬ
け

ど
、
心
の
バ
ラ
ン
ス
は
人
と
人
と
の

関
係
で
す
。
学
習
セ
ン
タ
ー
に
出
て

く
る
と
人
の
笑
顔
で
ほ
っ
と
す
る
。

学
生
、
教
職
員
の
皆
様
の
笑
顔
が
何

よ
り
嬉
し
い
で
す
。
明
日
も
未
来
に

出
会
え
る
で
し
ょ
う
。

サ
ー
ク
ル
案
内

サ
ー
ク
ル

お
お
み
や

江
戸
時
代
の

古
文
書
を
読
む
会

熟

年

会

健
康
体
操
研
究
会

編
集
後
記

2018年12月2日・ドイツ・バンベルク/ベルリン
（滞在４日目）
雨の音で目が覚める。どうやら眠っていたようだ。
昨夜は、演奏会を聞きに行ったものの、帰りのタ

クシーがまったく捕まらず、途方に暮れた。わずか
に捕まった数台で19人をピストン輸送してもらい、
全員がホテルに帰っ
たときは、すでに
日付が変わってい
た。

午前中、バンベ
ルク市内へ散策に
出かけた。世界遺
産の街は、いたる
ところが美しい。
『魔女の宅急便』
の世界に入ったよ
うだ。

12月3日・ドイツ・ベルリン （滞在５日目）
午前中、森鴎外記念館に行く。ふと、ここが日本

であると錯覚するほど、鴎外に関する日本語の書籍
が所蔵されていた。その後ブランデンブルグ門を観
る。昼食後、自由行動となった。各々、ウンターデ
ンリンデンでの買い物や、フンボルト大学の見学に
向かった。

12月4日・ドイツ・ベルリン （滞在６日目）
午前中にペルガモン博物館へ、午後に自然史博物

館へ行く。展示物の数は多い。これほどの規模の博
物館は、日本では少ないだろう。
展示物は、当時の君主が自身の力を誇示するため

に、制圧した地から収拾したものだろう。そして、
君主に仕える科学者は、君主の興味・関心に沿うよ

うに、資料
の分析・調
査を進めた
ことだろう。
競争的研究
資金を獲得
する昨今の
職業科学者
にも似た心
境があるも
のと察した。

昼、ベルリン
の壁を見にイー
ストサイド・ギャ
ラリーへ行く。
作品として残す
ことで、負の遺
産と歩んで行こ
うする国民意識
を感じた。

夜、オペラ
『Hoffman物語』を観る。演出もよく練られてお
り､楽しく時間を過ごすことが出来た。

12月5日・ドイツ・ベルリン （滞在７日目）
ポツダムへ向かう。今年は例年よりも温かいよう

だ。まだ紅葉
が残っている。
サンスーシ公
園やチェチィ
リエンホーフ
宮殿を散策し、
ポツダムでの
ピクニックを
楽しんだ。
夜、マーラー

の交響曲を聴
く。立った状態で演奏するオーケストラの姿は鮮烈
であったが、それ以上に、繊細な音を丁寧に表現し
ていたことが印象に残っている。

12月6日･ドイツ･ベルリン（滞在８日目）
ベルリンの冷たい水で顔を洗う。この冷たさにも

慣れてきたところだった。テーゲルからミュンヘン
を経て、羽田に向かう。

紙面の都合で十分お伝えできなかったが、今回の
研修旅行では、実に多くの学びがあった。たしかに、
旅行会社が主催する旅行は、効率的に見たい景色を
見ることができるだろう。まして、タクシーが来る
かどうか不安になりながら、コンサートホールで待
つこともないだろう。しかし、今回の学びは、きっ
と、これからの人生の糧となるだろう。

搭乗機は、そろそろ羽田空港への着陸態勢に入る
ようだ。
帰国後の予定を確認しようと手帳を開くと、すで

に幾つかの予定はあるものの、元号を含め、ほとん
どの頁が空白だった。新しい時代は、まだその名前
すら決まっていないのだと思うと、少しだけ嬉しく
なった。

『ドイツ研修旅行 滞在記 後編 』
飯田宗徳

Ｗ
・
Ｗ
・
Ｍ

兼
題
「
寒
明
」

寒
明
く
と
土
面
た
た
き
の
う
か
れ
鳥

功

山
肌
の
モ
ル
ゲ
ン
ロ
ー
ト
冴
返
る

光
娥

雪
霏
々
と
桶
に
つ
ま
る
る
苧
績
か
な

十
詩

四
万
十
川
を
は
し
る
魚
の
背
寒
の
明

明
美

老
犬
や
毛
布
と
な
り
て
眠
り
こ
け

由
美

鍬
の
柄
に
仕
上
げ
の
楔
寒
の
明

順

初
孫
の
生
ま
る
る
如
し
雪
間
草

厚
子

砂
滑
は
片
目
に
眠
り
目
借
時

八
重
子

寒
明
る
と
て
モ
ナ
リ
ザ
の
組
む
手
か
な

安
代

春
兆
す
顔
真
卿
の
筆
の
跡

と
く
江

《
見
学
歓
迎

第
２
木
曜
日

午
後
１
時
よ
り
》

朗
読
の
会
「
こ
こ
ろ
」

俳

句
（
つ
み
草
）

「
未
来
と
出
会
う
『
未
来
の
会
』
の
紹
介
」

代
表

嶋
﨑
洋
明

／
会
員

松
本
隆
興

２
０
１
９
年
度
第
1
学
期

の
入
学
者
の
集
い
は
、
４
月

６
日
（
土
）
14
時
か
ら
、
埼

玉
学
習
セ
ン
タ
ー
８
階
講
堂

で
開
催
さ
れ
ま
す
。

当
日
は
、
学
習
上
の
留
意

事
項
、
学
習
セ
ン
タ
ー
の
利

用
方
法
等
の
説
明
の
後
、
学

習
相
談
や
各
サ
ー
ク
ル
の
紹

介
な
ど
が
行
わ
れ
ま
す
。

２
０
１
９
年
度
春

入
学
者
の
集
い

★
３
月
10
日
（
日
）

10
時
半
～
13
時

サ
ロ
ン
は
ん
も
と第

２
回

「
ヒ
ト
の
脳･

人
間
の
脳
」

場
所
＝
第
２
講
義
室

講
師
＝
半
本
秀
博

（
放
送
大
学
埼
玉
学
習
セ
ン

タ
ー
客
員
教
員
）

★
３
月
14
日
（
木
）

13
時
～
17
時

サ
ロ
ン
し
ぶ
や

ー
映
画
と
ク
ラ
シ
ッ
ク
ー

第
12
回

映
画
「
天
井
桟
敷
の
人
々
」

マ
ル
セ
ル･

カ
ル
ネ
ー
監
督

場
所
＝
第
６
講
義
室

講
師
＝
渋
谷
治
美

（
放
送
大
学
埼
玉
学
習
セ
ン

タ
ー
所
長
）

★
３
月
16
日
（
土
）

13
時
～
15
時

絵
画
サ
ロ
ン
こ
ざ
わ

第
12
回

「
ド
ロ
ー
イ
ン
グ
と
は
何
か
。

描
く
と
は
ど
う
い
う
こ
と

か
」

場
所
＝
第
５
講
義
室

講
師
＝
小
澤
基
弘

（
放
送
大
学
埼
玉
学
習
セ
ン

タ
ー
客
員
教
授
）

★
３
月
17
日
（
日
）

14
時
～
17
時

テ
ィ
ー
タ
イ
ム科

学
座
談
会

場
所
＝
第
６
講
義
室

講
師
＝
永
澤

明

（
放
送
大
学
埼
玉
学
習
セ
ン

タ
ー
客
員
教
授
）

３
月
の
サ
ロ
ン

同

窓

会


